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 はじめに 

• Windows8の社内導入を検討されている企業では、 
これまで使われてきたWindowsXPやWindows7との違いや 
増えつつある64bit端末の採用に興味が集まっています。 
 

今回は新環境として『 Windows8 』および『 64bit 』の端末が 

・それぞれどういった特徴があるのか？ 
・これまでのアプリケーションがちゃんと動作するのか？ 
といったポイントを中心にご説明いたします。 
 

そしていよいよ今月リリースとなる『Delphi/400 XE3』で 
これら新環境に対応した開発機能を先行してご紹介致します。 
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第12回  ミガロ．テクニカルセミナー 

 Windows8の特徴 

 

• Windows 7の後継として開発されたパソコンおよびタブレット端末用の 
オペレーティングシステム（OS）として2012年10月にリリース。 

 
 

Windows8とは？ 

Windows1.0 Windows2.0 Windows3.0 / NT Windows95 
Windows98 /  

2000 / Me 

WindowsXP WindowsVista Windows7 Windows8 

【Windows OSの遷移】 
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 Windows8の特徴 

 

• ユーザーインターフェース（UI)の全面的な変更 
これまでのマウスとキーボードを主体とする「デスクトップUI」に対して、 
まったく新しいタッチ操作を基本としたUIを取り入れてリニューアルしています。 

 
 
 

これまでのWindowsと何が違うのか？ 

【Windows8スタートメニュー】 【Windows8デスクトップ】 

従来のスタートメニューはありません。 
ショートカット起動は可能です。 
    【Start】キー  または 【Ctrl】＋【Esc】キー 

デスクトップのメニューを選ぶと 
デスクトップ画面に移動します。 
デスクトップアプリなどを動かしても自動で移動します。 
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 Windows8の特徴 

 

• ユーザーインターフェース（UI)の全面的な変更 
スタートメニューがないため、シャットダウンの方法が異なります。 
いくつか方法がありますが、以下簡単な手順をご紹介します。 

 
 

これまでのWindowsと何が違うのか？ 

メニューを出して 
「設定」を起動 

「電源」から 
シャットダウン 

 
ショートカットからシャットダウンメニューの起動 
【Alt】キー + 【F4】キー 
 

【シャットダウン方法①】 【シャットダウン方法②】 
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 Windows8の特徴 

 

• Windows8の操作はもちろんこれまで通りマウスでも操作ができますが、 
タッチパネルに対応したディスプレイの場合、スマートデバイスと同じような 
操作に対応しています。 
 

• 標準タッチ操作 
        

これまでのWindowsと何が違うのか？ 

（1）タップ 
画面上のポイントを1本指で触れ、すぐに離す操作。マウスでいう左ボタンクリック操作に相当
する。Windows 8 UIにおいては、タップ操作がそのままプログラムの実行開始や動作の開始
に相当する。 
デスクトップUIにおいては、オブジェクトの選択操作となり、実行するには2回連続でタップする
必要がある。  

（2）プレスアンドホールド（長押し） 
画面上のポイントを1本指で触れたまま指を動かさずに保持する動作。Windows 8 UIにおい

ては、この操作により詳細情報や説明を伝える視覚効果（ヒントやショートカットメニューなど）
が表示される。  
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 Windows8の特徴 

 

• 標準タッチ操作 
 

 

 
 

これまでのWindowsと何が違うのか？ 

（3）スライド（スクロール操作） 
画面上の任意の点をタッチし、指を離さないままで現在の画面のパン方向（スクロール可能な
方向）へ指を動かす操作。画面全体を一方向へ動かす、パン操作に使用する。例えば、
Windows 8の「スタート」画面は左右にパン可能であるが、タッチによりスライド操作をすれば、
画面全体を左右にパンできる。  

（4）スワイプ（選択操作） 
画面上の任意の点をタッチし、指を離さないままで現在の画面のパン方向（スクロール可能な
方向）と垂直な方向へ指を動かす操作。最初にタッチしたオブジェクトを選択する操作が行え
る。「スタート」画面では、特定のタイルを選択する操作となる。ここからさらに指を動かすと、
選択したオブジェクトをドラッグする操作に移行する（アプリケーションによる）。  
 

（5）ピンチ＆ストレッチ（縮小＆拡大） 
2本の指で画面をタッチし、指同士の間隔を狭める操作がピンチ、広げる操作がストレッチと
なる。画面上に表示されている図を縮小、拡大するような操作に使用する。  
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 Windows8の特徴 

 

• 標準タッチ操作 
 

 

これまでのWindowsと何が違うのか？ 

（6）ターン（回転） 
2本の指で画面をタッチし、指同士の間隔を変えずに右または左に回転させる操作。画面上
に表示されている図を画面内で回転させる際などに使用する。  

（7）画面上下からのエッジスワイプ 
1本指を、画面外の上側から画面内へ、あるいは下側から画面内へスワイプする操作のよう
に、画面の縁からスワイプする操作をエッジスワイプと呼ぶ。Windows 8 UIアプリでは、アプリ
ケーションのコマンドバーを表示する操作で使用する。 

（8）画面左右からのエッジスワイプ 
1本指を、画面外の左側から画面内へ、あるいは右側から画面内へスワイプする操作。右側
からのスワイプでは、Windows 8 UI、デスクトップUIともに「チャーム」と呼ばれる設定画面を
呼び出す操作となる。左側からのスワイプは、Windows 8 UIアプリでは、複数のアプリを起動

していた際に裏に隠れていたアプリ画面を呼び出す操作となる。また、アプリ一覧を表示し、
アプリの切り替えを行える。デスクトップUIでは「スタート」画面の表示となる。 
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 Windows8の特徴 

 

• Windowsストアアプリ 
従来のデスクトップアプリケーションとは別にMicrosoftのWindowsストアから 
アプリケーションをインストールして使うことができます。 
使い方はAppleストアやAndroidマーケットと非常に似ています。 

 
 
 

これまでのWindowsと何が違うのか？ 

メニューから 
「Windowsストア」を起動 

【Windowsストア】 【スタートメニュー】 

アプリを選択してインストー
ルするとメニューに追加さ
れます。 
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 Windows8の特徴 

 

• タブレット端末の違い（機種） 
Windows8を搭載したタブレットが増えていますが、 
大きく2種類の機種があります。 

 
 
 

これまでのWindowsと何が違うのか？ 

【コンバーチブル型タブレット】 
キーボード部分と液晶部分は切り離し不可 
 液晶部分をスライド/回転させることで、 ノー
トパソコンにもタブレットにもなる 

 
【セパレート型タブレット】 

キーボード部分と液晶部分が切り離し可能 

一体にして使えばノートパソコン、液晶だけで
使えばタブレットにもなる 
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 Windows8の特徴 

 

• タブレット端末の違い（OS） 
Windows8がインストールされているタブレット端末でも 
実際には2種類の異なる Windows8 OSがあります。 
主にIntel系CPUはWindows8、Atom系CPUはWindowsRTを搭載しています。 
どちらもWindows8と記載されていることがありますが、 
異なるOSなので用途によって注意が必要です。（※特に前頁のセパレート型はAtom系が多い） 

 
 
 

これまでのWindowsと何が違うのか？ 

Windows8（純正） Windows8（WindowsRT系） 

メリット 
従来のデスクトップアプリケーションを利用することが
できる。（Delphiアプリも含む） 
Windowsストアアプリも利用することができる。 

タブレットに特化しており、「コネクト スタンバイ機
能」で Windows 8 PC よりも速く、瞬時に起動が
可能。 

デメリット 
「コネクト スタンバイ機能」などのタブレットに 

特化した機能が搭載されていない。 

従来のデスクトップアプリケーションを 
利用することができない。（Delphiアプリも含む） 
Windowsストアアプリがメイン利用となる。 

注意！ 
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 Windows8の特徴 

 

• Windows8上でのアプリケーション動作 
従来のアプリケーションは互換の範囲で動作します。（基本Windows7に近い） 
Delphi/400のアプリケーションも動作実績があります。 
 
 

 
 
 

これまでのアプリケーションがちゃんと動作するか？ 

【これまでのアプリケーションを実行してみる】 

第1回のテクニカルセミナー（2007年 Delphi2006 BDEアプリ） 
のサンプルも問題なく動作します。 
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64bitの特徴 



第12回  ミガロ．テクニカルセミナー 

メモリ 

 

• 32bit端末と64bit端末の違い 
「bit（ビット）」とは、コンピューターが扱う情報の最小単位です。 
bit数が大きいほど処理出来る情報量が多く、多くの処理をCPUが実行すること
ができます。そのため、単純に32bitより64bitは高性能処理が行えます。 
 
またCPUが高性能化し続けていますが、 
CPUの処理能力を生かすためには、 
メモリも大容量にする必要があります。 
しかしWindows OSでは、bitに応じて 
使用できるメモリに上限があります。 
 
■ 32bit Windows の最大メモリ 
   ex.) Windows 7 Professinal 32bit：最大4Gbytes 

■ 64bit Windows の最大メモリ 
   ex.)  Windows 8 Professinal 64bitでは最大512GBytes 
 
  ※OSの種類やエディションによっても異なります。 

 

4Gbytes 

 64bitの特徴 

64bitとは？ 

64bit 
Windows 

32bit 
Windows 

使
用
可
能 

4Gbytes 
以上 

管
理
外 

使
用
可
能 
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 64bitの特徴 

 

• 64bit端末上でのアプリケーションの動作 
従来のアプリケーションは互換の範囲で動作します。（32bitアプリとして動作） 
Delphi/400のアプリケーションも動作実績があります。 
  

 
 
 

これまでのアプリケーションがちゃんと動作するか？ 

【これまでのアプリケーションを実行してみる P14同様】 

第1回のテクニカルセミナー（2007年 Delphi2006 BDEアプリ） 
のサンプルも問題なく動作します。 
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• WOW64 ～32bitアプリケーションを実行するためのシステム～ 

WOW64（Windows 32bit emulation on Windows 64bit）は、 
64bit Windows OS上で32bit Windowsアプリケーションを 
実行するためのシステムです。 
 
 

 
 
 

 64bitの特徴 

これまでのアプリケーションがちゃんと動作するか？ 

【64bit Windows OS の互換機能のシステム】 

64bit Windows OS 

実
行 WOW64 

実
行 

32bitアプリケーションを64bit環境
で互換実行するためのWindowsの
ランタイムが用意されている 

64bit 
アプリ 

32bit 
アプリ 

実
行 
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• WOW64利用のポイント 
WOW64を利用する場合、Windows以外のランタイムについては 
WOW64用システムフォルダ（SysWOW64）に配置する必要があります。 
 
実行アプリケーション(EXE等）は移動する必要がありません。 
 

 
 
 

 64bitの特徴 

これまでのアプリケーションがちゃんと動作するか？ 

【SysWOW64フォルダ】   Windows¥SysWOW64 

32bit端末では 
Windows¥System32フォルダに 
該当する互換用フォルダです。 
 
32bit端末でSystem32フォルダに 
存在したDLLなどは、このフォルダに 
コピーすれば互換動作の対象と 
なります。 
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• Delphi/400をWOW64で利用するポイント 
Delphi/400 Configuration [DLL Information]に表示されるSystem32フォルダの 
DLLをSysWOW64フォルダにコピーすれば互換動作環境が構築できます。 
 

 
 
 

 64bitの特徴 

これまでのアプリケーションがちゃんと動作するか？ 

【Delphi/400 XEまでの場合】 

例）Delphi/400 XE環境で 
コピー対象となるDLL 
 

・E32TCPIP.DLL 
・TCRTR32.DLL 
・CO400LOC.DLL 
・CO40032.DLL 
・ODCO400.DLL 
・ODCOCFG.DLL 
・CO400NET.DLL 
・SCD400NET 
・DBCO430.DLL 

32bitアプリ
ケーション 

64bitアプリ
ケーション 

32bit端末 ○ × 

64bit端末 ○ ○ 

【64bitアプリを32bit端末で実行】 

64bit ⇔ 32bit 互換注意点 
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Delphi/400 XE3のご紹介 
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• 新バージョン『 Delphi/400 XE3 』は、Windows8正式サポートはもちろん 
Windows8アプリケーション開発機能（ Metropolis UI ）、 
64bitアプリケーション開発機能を実装しています。 

 
 

 Delphi/400 XE3ご紹介 

Delphi/400 XE3 

【Windows8アプリケーション開発】 【64bitアプリケーション開発】 【Windows8サポート】 
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Windows8アプリケーション開発機能 
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 Windows8アプリケーション開発機能 

• Metropolis UI は、Microsoft® Windows 8 ユーザー インターフェイス 
に準拠したアプリケーションを作成する一連の機能です。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
Metropolis UI で開発するWindows 8 アプリケーションは、タッチ画面で操作で
きるような設計をすることができます。  
もちろん通常のマウスでも操作できます。 
 

 
http://docwiki.embarcadero.com/RADStudio/XE3/ja/Metropolis_UI_%E3%82%A2%E3%83%97%E3%83%AA%E3%82%B1%E3%83%BC%E3%82%B
7%E3%83%A7%E3%83%B3%E3%81%AE%E9%96%8B%E7%99%BA 

Metropolis UI とは？ 

【Windows8スタイルアプリケーション】 【Delphi/400 開発環境】 

コンパイル・実行 
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• [ファイル| 新規作成]から「VCL Metropolis UI アプリケーション – Delphi」を起動。 

 
 

 

 

• アプリケーションのテンプレート（種類）を選択してOK。 
 

 Windows8アプリケーション開発機能 

Metropolis UI 開発手順 

３つのテンプレートが 
用意されています。 
（詳細は後述） 
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• 選択したテンプレート（種類）にあわせたフォーム・プログラムが 
自動で作成されます。 

 

 

 
 

 Windows8アプリケーション開発機能 

Metropolis UI 開発手順 

ジェスチャーコンポーネント
やアクションリストが自動
実装。 

タイルとしてイメージコン
ポーネントが自動実装。 
画像などを設定します。 

【フォーム】 【プログラムソース】 

画面制御のための 

プログラムの基本ロジックは
自動実装。 
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• コンパイルして実行すると、Windows8スタイルで 
ディスプレイ全体を使ったインターフェースのアプリケーションが完成します。 

 

 

 

 

 

 

 

• [プロジェクト|オプション]から[アプリケーション>表示]の設定で色も変更できます。 
 

 

 

 
 

 Windows8アプリケーション開発機能 

Metropolis UI 開発手順 

タイルをタッチ 

画面制御や画面遷移などの基本動作は自動実装 
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 Windows8アプリケーション開発機能 

 
•  

 
全画面表示、定義済みレイアウトなし 
自由に新規開発用テンプレート 

 

 

•  
 
グリッド状にレイアウトされた 2 つのフォームから 
構成されたアプリケーションテンプレート 

 

 

•  
  
分割レイアウト（複数のグループおよび項目で構成）と 
二次ウィンドウ（リスト ボックス、テキスト構成）を持つ、 
2 つのフォームから構成されたアプリケーション 
テンプレート 

 

Metropolis UI に用意されたテンプレート 

新しい Metropolis UI アプリケーション 

グリッド Metropolis UI アプリケーション 

分割ペイン Metropolis UI アプリケーション 
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 Windows8アプリケーション開発機能 

 
• Metropolis UI アプリケーション例 

Windows8以前のOSでも同様の表示動作ができます。 

Metropolis UIアプリケーション 

該当のセッションをタッチすると
セッション詳細画面に遷移。 

← アイコンをタッチして戻る。 

× アイコンをタッチして戻る。 

× アイコンをタッチして終了。 
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 Windows8アプリケーション開発機能 

 
• 既存のアプリケーションをMetroPolis UI 形式に自動変換する機能も 
用意されています。 

 

Metropolis UI既存アプリケーション変換機能 

変換したいフォームを右クリック
して「MetroPolis UI」を実行。 

変換して保存してしまうと 
元には戻せないので注意。 

変
換 
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64bitアプリケーション開発機能 
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 64bitアプリケーション開発機能 

 

• 64bitアプリケーションは、プログラムは従来どおり32bitアプリとして開発を行い、
コンパイル時に64bitを指定するだけで生成できます。 

新しく追加された64bitコンパイル機能 

コンパイル 

64bit EXE 

②ターゲットプラットフォー
ムを右クリックして「プラッ
トフォームの追加」を選択 

③「64ビット Windows」を
選択してOK 

④コンパイルを行えば完成！ 
（32bitとコンパイル切替可能） 

【プロジェクトマネージャー】 【Delphi/400 開発環境】 

①プログラムは従来どおり 
32bitアプリとして開発 
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• コンパイル対象のプラットフォームはいつでも切替が可能です。 
1つのプログラムソースから32bitアプリケーション、 
64bitアプリケーションが生成できます。 

 

 

 

 

 

• 注意点としては、64bit化にはコンパイルが必要なので、 
プログラムソースまたは64bit用のdcuがないプログラム・コンポーネントは 
64bit化することができません。 
 

 64bitアプリケーション開発機能 

新しく追加された64bitコンパイル機能 

Delphi/400 
プログラム 
ソース 

64bit EXE 

32bit EXE 

コンパイル 

コンパイル 

BDE関連のコンポーネントは64bitには提供されていないため、dbExpress等への変更が必要です。 
例）DataBase、Table、Query系コンポーネント、Spool系コンポーネント、VBReport系コンポーネント等 
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 64bitアプリケーション開発機能 

 

• 64bit端末で開発を行うケース 

 

 

 

• 32bit端末で開発を行うケース 

64bit / 32bit 開発環境の注意点 

32bit 
開発 

32bit 
テスト 

64bit 
開発 

64bit 
テスト 

64bit端末 ○ ○ ○ ○ 

32bit端末 ○ ○ ○ × 

64bitアプリケーションの 
実行・デバッグは、64bit端末
で行う必要があります。 

・開発（コンパイル）可能 
・テスト（実行・デバッグ）可能 

・開発（コンパイル）可能 
・テスト（実行・デバッグ）可能 

・開発（コンパイル）可能 
・テスト（実行・デバッグ）可能 

・開発（コンパイル）可能 
・テスト（実行・デバッグ）不可 
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 まとめ 

• Windows8の大きな変更点はタッチ操作を基本とした 
ユーザーインターフェース。 
 

• 64bit Windowsでは互換機能WOW64が用意されている。 
32bit Windowsとの大きな違いはメモリ制限。 
 

• Windows8や64bit環境でも、これまで開発してきた 
Delphi/400アプリケーションは動作可能。 
 

• Windows8や64bitをさらに活かしたアプリケーション開発は 
Delphi/400 XE3の新機能で実現！ 
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ご清聴ありがとうございました。 


